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このガイドについて

この 『ZENworks for Desktops 4.0.1 ク ラスタ リ ングガイ ド』 では、Novell® ZENworks® for 
Desktops (ZfD) 4.0.1ユーザが Novell Cluster Services の環境内に ZfD を実装する際の、イ
ンス トール、 設定、 およびテス ト などの一般的な手順について説明します。

このガイ ドは、 主に次の 2つの章から構成されています。

! 9 ページの第 1 章 ｢ ZfD 4.0.1 と Novell Cluster Servicesの統合｣

! 19 ページの第 2 章 ｢ク ラスタ環境内の ZfD 4.0.1 Workstation Inventory または Remote 
Managementのアンインス トールと再インス トール｣

その他のマニュアル

Novell ZENworks for Desktops (ZfD) 4、 ZfD 4 Support Pack 1 (SP1)、 および ZfD 4.0.1の
ユーザがこの製品を実装するための、 インス トール、 計画、 セッ ト アップ、 およびテ
ス ト などの一般的な手順については、 『ZENworks for Desktops 4 インス トールガイ ド  
(http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr/index.html)』 を参照して ください。

ZENworks スターターパッ ク、 ZENworks 2、および ZENworks for Desktops 3.x から ZfD 4 
SP1/4.0.1へのアップグレード、 およびこれらを ZfD 4環境で動作させるためのアップ
グレードついては、 『ZENworks for Desktops 4 Upgrade Guide (http://www.novell.com/
documentation/japanese/zdpr/index.html)』 を参照して ください。

生産環境で ZfD 4/SP1/4.0.1 コンポーネン ト を設定および使用する場合の総合的な概要
については、 『ZENworks for Desktops 4管理ガイ ド  (http://www.novell.com/
documentation/japanese/zdpr/index.html)』 を参照して ください。

Novell Application LauncherTMからディ レク ト リ対応の管理機能とシンク ライアン ト アプ
リ ケーシ ョ ンの配布機能を提供する ZfD DeFrameTMの管理については、 『ZENworks for 
Desktops 4.0.1 DeFrame インス トールおよび管理ガイ ド  (http://www.novell.com/
documentation/japanese/zdpr/index.html)』 を参照して ください。

ネッ ト ワーク上での ZfD Preboot Servicesのインス トール、 展開、 および管理について
は、 『ZENworks for Desktops 4 Preboot Services ガイ ド  (http://www.novell.com/
documentation/japanese/zdpr/index.html)』 } ガイ ドを参照してください。

ZfD Personality Migration(ユーザのシステム設定とアプ リ ケーシ ョ ン設定、 初期設定、
およびデータファ イルをワークステーシ ョ ン間で移行するコンポーネン ト )の管理につ
いては、 『ZENworks for Desktops 4 Personality Migration ガイ ド  (http://www.novell.com/
documentation/japanese/zdpr/index.html)』 を参照して ください。

生産環境で利用できる ト ラブルシューティングと、 ZfD 4/SP1/4.0.1の使用中に表示さ
れる可能性があるエラーメ ッセージについては、 『ZENworks for Desktops 4 ト ラブル
シューティングガイ ド  (http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr/index.html)』
を参照して ください。

http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr/index.html
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ドキュメントの更新

ZENworks for Desktops Program CD または ZENworks 6 Desktop Management Program CD
に収められている ドキュ メン トの更新については、 ZENworks for Desktops 4 
Documentation Webサイ ト  (http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr/
index.html) を参照してください。

表記規則

Novellのドキュ メン トでは、 大な り記号 (>) を使用して手順内の操作と相互参照パス内
の項目の順序を示します｡

商標記号 (®、 TM など )は、 Novellの商標を示します。 アスタ リ スク (*)は、 サードパー
ティの商標を示します。

プラ ッ ト フォームによって円記号で表記する場合とスラ ッシュで表記する場合がある
パス名は、 円記号で表記します。 UNIX など、 スラ ッシュを使 う必要があるプラ ッ ト
フォームを使用しているユーザは、 必要に応じてスラ ッシュを使用してください。

http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr/index.html
http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr/index.html
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1 ZfD 4.0.1と Novell Cluster Servicesの統合

このドキュ メン トでは、 Novell® ZENworks® for Desktops (ZfD) 4.0.1のコンポーネン ト を
Novell Cluster ServicesTM (NCS)環境にインス トールおよび設定する際の操作を理解する
ために役立つ情報を提供します。 この章では、 次の内容について説明します。

! 9 ページの ｢概要｣

! 9 ページの ｢インス トールの前に｣

! 10 ページの ｢ ZfD 4.0.1用のク ラスタ環境の準備｣

! 10 ページの ｢ ZfD コンポーネン トのク ラスタへのインス トール｣

! 17 ページの ｢ Cluster Services インス トール後の ZfD コンポーネン トの設定｣

! 18 ページの ｢ZfD 3.2ク ラスタ環境のWorkstation InventoryのZfD 4.0.1ク ラスタ環境へ
のアップグレード｣

概要

ZENworks for Desktops 4.0.1のコンポーネン トは、 「ク ラスタセーフ」 と考えられていま
す。 これは、 ZfD 4.0.1サービスを Novell Cluster Services環境にインス トールするこ と
はできますが、 ク ラスタボ リ ュームがダウンした場合、 そのク ラスタがフェールオー
バーしている間はサービスが中断されるこ とを意味します。

フェールオーバーが実行される と、 ZfDサービスのほとんどは復元されますが、
Workstation Imagingは再起動する必要があ り ます。 単一のリ ソース ( ポ リ シーファ イル
がコピーされているサーバ )に依存する一部のグループポ リ シーは、 リ ソースが有効化
されるのを待機中にタイムアウ トにな り ます。 次回のログイン時、 またはスケジュー
ルされたイベン トが発生してファ イルリ ソースが再度有効になるまで、 そのポ リシー
は適用されません。

Novell Cluster Servicesの詳細については、 NetWare 5.1 Documentation Webサイ ト  
(http://www.novell.com/documentation/lg/ncs/index.html) または NetWare 6 
Documentation Webサイ ト  (http://www.novell.com/documentation/lg/ncs6p/index.html)
で、 Novell Cluster Servicesのマニュアルを参照して ください。

インストールの前に

Novell ZENworks for Desktops (ZfD) 4.0.1 を Novell Cluster ServicesTM (NCS)環境にインス
トールおよび設定する前に、 各製品のハード ウェア要件およびソフ ト ウェア要件がす
べて満たされているこ とを確認します。

" NCSをインス トールする 2つ以上のNetWare® 5.1またはNetWare 6サーバ (「ノード」
と も呼ばれます )

http://www.novell.com/documentation/lg/ncs/index.html
http://www.novell.com/documentation/lg/ncs6p/index.html
http://www.novell.com/documentation/lg/ncs6p/index.html
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" ク ラスタの一部となる NetWare 5.1サーバにインス トールされ稼動している NCS 
1.0.1 SP4

" ク ラスタの一部となる NetWare 6サーバにインス トールされ稼動している NCS 1.6

" ク ラスタ対応が指定された作成済みク ラスタボ リ ューム (仮想サーバまたはク ラス
タサーバと呼ばれます )

ク ラスタ リ ングの詳細については、 Novell Cluster Servicesのマニュアル 
(http://www.novell.com/documentation/japanese) を参照して ください。

ZfD 4.0.1用のクラスタ環境の準備

ZfD のク ラスタ ノードを準備するには

1 各ノードを ConsoleOne® 1.3.3以降にアップグレード します。

ConsoleOne 1.3.3( またはそれ以降 )は、 ZENworks for Desktops Companion CD に含
まれています。 ZfD を正常に機能させるには、 ConsoleOne 1.3.3以降をク ラスタ
ノードご とにインス トールする必要があ り ます。 詳細については、 『ZENworks for 
Desktops 4 インス トールガイ ド』 の 「ConsoleOneの入手およびインス トール」 を
参照して ください。

2 各ノードの Java* をアンロード します。 

ZfDのインス トールプログラムでエラーメ ッセージが表示されないよ うにするに
は、 サーバ ( ク ラスタ ノード ) で実行されている Java をアンロード してから、 ZfD
をインス トールします。 そのためには、 サービスを提供する各ノードのシステムコ
ンソールにアクセスする必要があ り ます。 各ノードのシステムコンソールで、 次の
コマンドを入力します。

unload java

3 ワークステーシ ョ ンに Novell Client をインス トールします。 適切なク ライアン トの
インス トールについては、 『ZENworks for Desktops 4管理ガイ ド』 の 「ZENworks for 
Desktops 4の理解」 の 「Novell Clientの理解」 を参照してください。

ZfDコンポーネントのクラスタへのインストール

Novell Cluster Services (NCS)で構成されたネッ ト ワークに ZfD をインス トールするには

1 適切な Novell Client で設定されたネッ ト ワーク上のワークステーシ ョ ンから、 ク ラ
スタが存在するディ レク ト リ ツ リーに管理者と してログインします。

重要 : ZfDのインストールプログラムを実行している間は、このワークステーションおよび他のすべて

の管理ワークステーションで ConsoleOneを実行しないようにしてください。

2 Windows 2000 ワークステーシ ョ ン ( または Windows NT/2000サーバ ) を選択して、
ZfD Server のインス トールプログラムを実行します。 このワークステーシ ョ ンまた
はサーバは、 インス トールするワークステーシ ョ ンの要件を満たしている必要があ
り ます。 詳細については、 『ZENworks for Desktops 4 インス トールガイ ド』 の 「イ
ンス トールの準備」 の 「インス トールを実行するワークステーシ ョ ンのソフ ト ウェ
ア要件」 を参照して ください。

3 Windows ワークステーシ ョ ンでは、 ZENworks for Desktops Program CD または
ZENworks 6 Desktop Management Program CD を挿入します。 

winsetup.exeプログラムが自動的に実行されます。 プログラムが自動的に実行され
ない場合は、 CD のルートから手動で起動します。

http://www.novell.com/documentation/japanese
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4 ［English］ をク リ ッ ク し、 一般的なインス トールオプシ ョ ンのページを表示します。

5 ZfD 4/SP1/4.0.1のスキーマをインス トールの前に拡張するか、 スキーマをインス
トール時に拡張するオプシ ョ ンを使用してインス トールするかを選択します。

5a ZfD Server をインス トールするネッ ト ワーク環境が大規模なツ リーの場合、 新
しい ZfD製品をインス トールする前に、 スキーマを拡張して Novell eDirectoryTM

ツ リーを安定化するこ とができます。 

最初にスキーマを拡張するには、 ［Schema Extensions］ を選択して、 ユーザ認
証されているツ リーの一覧を表示します。 この一覧で、 スキーマを拡張する
ZfD 4/SP1/4.0.1のツ リーを選択し、 ［OK］ > ［Yes］ の順にク リ ッ ク します。 

スキーマの拡張操作に要する時間は、 ツ リーのサイズ と複雑さによって異な り
ます。 スキーマの拡張が完了する と、 インス トールメニューが再度表示されま
す。

スキーマの拡張操作が完了する と、 c:\novell\zfdtemp\zwextsch.logにログファ
イルが作成されます。

5b スキーマを拡張した後に ZfD Server ソフ ト ウェアをインス トールする場合、 ま
たはインス トールの一部と してツ リーのスキーマを拡張する場合は、
［Installation］ をク リ ッ ク して、 詳細なインス トールオプシ ョ ンを含む次のペー
ジを表示します。 
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6 ［Install Server］ をク リ ッ ク して、 ZfD Serverのインス トールプログラムを起動しま
す。

重要 : インストール中に、CDドライブから ZENworks for Desktops Program CDまたは ZENworks 6 
Desktop Management Program CDを取り出したり、インストール先のサーバへの接続が切断されたりす
ると、インストールプログラムは中断します。インストール処理を終了するには、Windowsのタスクマ

ネージャで［プロセス］をクリックし、［javaw.exe］を選択して［プロセスの終了］をクリックしま

す。

7 最初のインス トールページで、 インス トールプログラムの実行に関する詳細を読
み、 ［Next］ をク リ ッ ク します。

8 使用許諾契約書を読み、 条項に同意する場合は ［Accept］ をク リ ッ ク します。 

使用許諾契約の条項に同意されない場合は、 ソフ ト ウェアをインス トールしないで
ください。

9 ［Installation Requirements］ ページで、 ZfD Server ソフ ト ウェアのインス トール要件
の一覧を読み、 インス トール先のサーバが要件を満たしているこ とを確認して
［Next］ をク リ ッ ク します。

10 ［Select Trees］ ページで、 ZfD Server をインス トールする Novell eDirectory ツ リーの
名前を入力するか参照して選択します。 このインス トール用にスキーマを拡張して
いない場合は (11 ページのステップ 5a を参照 )、 ［Extend Schema］ チェ ッ クボッ ク
スをオンにして ZfD Server ソフ ト ウェアをインス トールするツ リーのスキーマを拡
張し、 ［Next］ をク リ ッ ク します。

注 : ZfD Serverソフトウェアを複数のツリーに同時にインストールすることはできません。

スキーマの拡張は何度でも行 う こ とができます。 ［Login］ ボタンをク リ ッ ク し、 適
切な権限を持つユーザ ID とパスワードを入力してログインすれば、 ツ リーに認証
されます。

11 ［Select Components］ ページで、 インス トールする ZfD コンポーネン ト を選択し、
［Next］ をク リ ッ ク します。 

これらのコンポーネン トの詳細については、 『ZENworks for Desktops 4 インス トー
ルガイ ド』 の 「ZENworks for Desktopsについて」 を参照して ください。
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12 ［Select Servers］ ページで、 ［Add Servers］ をク リ ッ ク し、 ZfD Server ソフ ト ウェア
をインス トールするク ラスタオブジェク ト を参照して選択します。

12a ［Add Servers］ ダイアログボッ クスでは、 eDirectoryのツ リー名ご とにサーバを
一覧表示できます。 ク ラスタにインス トールするには、 ［eDirectory Trees］ を
選択し、 インス トール先のク ラスタオブジェク トの名前を参照してク リ ッ ク し
ます。 右方向矢印ボタンをク リ ッ ク して、 選択したク ラスタオブジェク ト を
［Selected Servers］ ペインに移動し、 ［OK］ をク リ ッ ク します。
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重要 : クラスタオブジェクトを選択する場合は、ノードが属する個々のサーバ (クラスタノード )

は選択しないようにしてください。これらのサーバは、インストールプログラムによって自動的

に検出されます。クラスタにインストールする際、必要に応じてクラスタ化されていないサーバ

を選択することもできます。

12b この ［Select Servers］ ページで、 事前に選択した ZfD コンポーネン ト用にイン
ス トールするサービスを指定できます。 

! ConsoleOne スナップイン このサーバに ZfD用の ConsoleOne® スナップイン
をインス トールする場合は、 このコンポーネン ト を選択します。

! Import このサーバに自動ワークステーシ ョ ンインポートサービスをインス
トールする場合は、 このコンポーネン ト を選択します。

! Removal このサーバに Automatic Workstation Removal Serviceをインス トール
する場合は、 このコンポーネン ト を選択します。

! ZEN Preboot このサーバに ZENworks for Desktops 4 Preboot Services をインス
トールする場合は、 このコンポーネン ト を選択します。 

Preboot Services をインス トールする と、 インス トールされるコンポーネン
トにプロキシ DHCPサーバが含まれます。 標準の DHCPサーバが置かれて
いるサーバ上にプロキシ DHCPサーバをインス トールする場合は、 DHCP
サービスでオプシ ョ ンタグ 60 を設定する必要があ り ます。 詳細について
は、 『Preboot Servicesのインス トールおよび環境設定ガイ ド』 の
「ZENworks for Desktops Preboot Servicesのインス トールとセッ ト アップ」
を参照して ください。

! XML Proxy Service XML プロキシサーバをインス トールおよび設定する場合
は、 このコンポーネン ト を選択します。

スキャンデータをファ イアウォール外のインベン ト リサーバに送信または
ロールアップする場合は、 XML プロキシサービスを実行できるよ うに
NetWare 5.1/6 または Windows NT/2000サーバを設定する必要があ り ます。

12c ［Next］ をク リ ッ ク して、 設定を保存します。

Workstation Inventory をインス トールするよ うに選択した場合、 ク ラスタ共有ボ
リ ュームと して ［Inventory/Database File Installation Path］ ダイアログボッ クスが表
示されます。

ZfD 4/SP1/4.0.1 Serverのインス トール処理では、 デフォルトで、 スタンドアロン
サーバにインベン ト リサーバの役割が割り当てられます。 スタンドアロンサーバに
は次のよ うな特徴があ り ます。 

! インベン ト リ対象のワークステーシ ョ ンが接続されています。

! インベン ト リデータベースを管理します。

! スキャン情報はロールアップされません。

別の展開シナ リオで ZfD Workstation Inventory をインス トールするには

! ト ップダウン方式の展開でインベン ト リ をインス トールします。 常に最上位レ
ベルのサーバからインス トールをはじめ、 下位レベルのサーバへと順次処理を
進めます。 たとえば、 ルートサーバと リーフサーバでインベン ト リ をセッ ト
アップする場合は、 まずルートサーバでのインス トールを完了してから、 リー
フサーバのインス トールを実行します。 詳細については、 『ZENworks for 
Desktops 4管理ガイ ド』 の 「Workstation Inventory」 の 「Workstation Inventory
のセッ ト アップ」 の 「インベン ト リサーバの役割の理解」 を参照してください。
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! Workstation Inventory をインス トールしたら、 Inventory Service オブジェ ク ト を
設定して、 インベン ト リサーバの役割を変更します。 詳細については、
『ZENworks for Desktops 4管理ガイ ド』 の 「Workstation Inventory」 の
「Workstation Inventoryのセッ ト アップ」 の 「Inventory Serviceオブジェク トの
設定」 を参照して ください。

13 ［Inventory/Database File Installation Path］ ページで、 次の操作を行います。

13a インベン ト リサーバ側コンポーネン トのデフォルトのインス トールパスを確認
するか、 インベン ト リサーバ側コンポーネン ト をインス トールするク ラスタ対
応ボ リ ュームを参照して選択します。 デフォルトのインス トールパスを確認す
るか、 データベースをインス トールするパスを参照して追加します。

このパスは、 プラ ッ ト フォームご とにすべてのターゲッ トサーバで同じ ものを
使用できます。 NetWare の場合、 デフォルトでは
shared_cluster_volume\zenworks です。 

インス トールプログラムによって、 ソフ ト ウェアは
user_specified_installation_path\zenworksディ レク ト リにインス トールされます。
zenworksディ レク ト リ を明示的に指定しない場合、 ソフ ト ウェアはインス トー
ルパスに追加されます。

サーバご とに異なるパスを指定できます。

重要 : ZfD 4、ZfD 4.0.1、または ZfD 4 SP1の以前のインストールが検出されると、既存のパス

が淡色表示されます。今回のインストールでは、すべてのファイルがその既存のパスにインス

トールされます。淡色表示されているパスとは別のパスにインストールする場合は、インストー

ルを中止して、クラスタノードのサーバの sys:\systemディレクトリにある

zenworks.propertiesファイルを削除することをお勧めします。インストールプログラムは、

zenworks.propertiesファイルを自動的に検索して、以前のインストールパスを読み込み、この

既存のパスを今回のインストールパスとして選択します。zenworks.propertiesファイルを削除

してからインストールプログラムを再度実行すれば、クラスタボリュームをインストール先に指

定できます。

注 : インストールパスにはスペースを使用しないでください。インベントリまたはデータベース

のインストール先として、sys:ボリュームを使用しないでください。

データベースがすでに存在する場合は、 そのデータベースを上書きするかど う
かを確認する メ ッセージが表示されます。 データベースを同じディ レク ト リに
インス トールする と、 既存のデータベースファ イルは上書きされます。

データベースファ イルは大き くなる可能性があるため、 データベースは sys:以
外のボ リ ューム上に配置します。

注 : インベントリサーバは、ZEN Web Server (ZWS)を使用して、XMLRPC要求を処理します。ター

ゲットサーバで、ZWSの以前のインストールが検出された場合、ZWSファイルは今回のインストー

ルパスにコピーされません。

13b ［次へ］ をク リ ッ ク します。

Workstation Inventory と Sybase をインス トールするよ うに選択した場合は、
［Inventory Standalone Configuration］ ページが表示されます。 インス トール中、 この
ページでデータベースロケーシ ョ ンポ リシーが自動的に設定されます。 または、 イ
ンス トール後に手動でポ リシーを設定するこ と もできます。

インベン ト リサーバまたはインベン ト リデータベースを起動するには、 ク ラスタを
オフラインにして、 再度オンラインにします。 これによ り、 ク ラスタソフ ト ウェア
によって最新のロードスク リプ トが読み込まれ、 インベン ト リサーバまたはインベ
ン ト リデータベースがロード されます。

14 インス トールプログラムでデータベースロケーシ ョ ンポ リシーを自動的に作成およ
び設定して、 Inventory Service Manager を起動するには、 次の操作を行います。
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14a ［Configure Standalone］ チェッ クボッ クスをオンにします。

14b データベースロケーシ ョ ンポ リ シーを作成するコンテナを選択します。

14c ［次へ］ をク リ ッ ク します。

プロキシサービスをインス トールするよ うに選択した場合は、 ［XML Proxy Service 
Configuration］ ページが表示されます。

15 ［XML Proxy Service Configuration］ ページで、 次の操作を行います。

15a デフォルトのインス トールパスが正しいかど うか確認するか、 XML プロキシ
サービスをインス トールする選択したサーバ上のパスを参照し追加します。

このパスは、 プラ ッ ト フォームご とにすべてのターゲッ トサーバで同じ ものを
使用できます。 NetWare の場合、 デフォルトでは
shared_cluster_volume\zenworks です。

インス トールプログラムによって、 ソフ ト ウェアは
user_specified_installation_path\zenworksディ レク ト リにインス トールされます。
zenworksディ レク ト リ を明示的に指定しない場合、 ソフ ト ウェアはインス トー
ルパスに追加されます。

サーバご とに異なるパスを指定できます。

注 : XMLプロキシサーバは、ZWSを使用して XMLRPC要求を処理します。ターゲットサーバで、ZWS

の以前のインストールが検出された場合、ZWSファイルは今回のインストールパスにコピーされ

ません。インベントリの以前のインストールが検出された場合、インベントリをインストールす

るように選択した場合、または XMLプロキシが検出された場合、インストールパスはグレー表示

されます。

15b XML プロキシサービスのポート番号を入力します。

1～ 65535の値を入力する必要があ り ます。 デフォルトのポート番号は 8080
です。

ZfS 3、 ZfS 3.0.2、 ZfS 3 SP1、 ZfS 3 SP2 または ZfD 4の以前のインス トールが検
出される と、 既存のポート番号が淡色表示されます。 

このポート番号の XMLプロキシサービスへの XMLRPC要求が、 ファ イア
ウォールを通過するよ うにしておく必要があ り ます。 ファ イアウォールでポー
ト を開く方法については、 該当するファ イアウォールのマニュアルを参照して
ください。

注 : XMLプロキシサービスは、市販の Webサーバをサポートしていません。入力したポート番号

が、別のサービスで使用されていないことを確認してください。

重要 : インストールパスにはスペースを使用しないでください。インベントリまたはデータベー

スのインストール先として、sys:ボリュームを使用しないでください。

15c ［次へ］ をク リ ッ ク します。

16 Remote Management をインス トールするよ うに選択した場合は、 ［Remote 
Management Configuration］ ページが表示されます。 

17 Remote Managementエージェン トへのデフォルトのパスが正しいかど うか確認する
か、 エージェント をインスト ールするク ラスタ対応ボリ ュームを参照し選択します。

インス トールプログラムによって、 ソフ ト ウェアは
user_specified_installation_path\zenworksディ レク ト リにインス トールされます。
zenworksディ レク ト リ を明示的に指定しない場合、 ソフ ト ウェアはインス トール
パスに追加されます。

重要 : インストールパスにはスペースを使用しないでください。インベントリまたはデータベースの

インストール先として、sys:ボリュームを選択しないでください。
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18 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

19 ［Summary］ ページで、 インス トールするコンポーネン ト とそのパーツの一覧を確
認し、 正しければ ［Finish］ をク リ ッ ク してインス トールプログラムを起動します。

Cluster Servicesインストール後の ZfDコンポーネントの設定

Novell ZENworks for Desktops (ZfD)のインス トールが完了したら、 Novell Cluster 
ServicesTM (NCS)で ZfD を使用するために、 次の設定を行います。

! 17 ページの ｢Workstation Imagingの設定｣

! 18 ページの ｢ ZfD 4.0.1 インス トール後の Workstation Inventoryの設定｣

Workstation Imagingの設定

1 ク ラスタの各ノードの NetWare システムコンソールで、 autoexec.ncf を編集して次
の行をコ メン ト化します。

sys:\system\zfdstart.ncf

2 shared_cluster_volume:\systemの tftp.ini ファ イルを編集して、 次の行をコ メン ト化
します。

ReadPath=sys:\tftp\

コ メン ト化した行の直後に次の行を追加します。 shared_cluster_volumeは、 実際の
共有ク ラスタボ リ ューム名に置き換えます。

ReadPath=shared_cluster_volume:\tftp\

3 shared_cluster_volume:\systemの pdhcp.ini ファ イルを編集して、 次の行を追加しま
す。 IP_address_of_the_shared_cluster_volume_on virtual_serverは、 仮想サーバ上の共有
ボ リ ュームの実際の IP アドレスに置き換えます。 

TRANSACTION_SERVER_IP = IP_address_of_the_shared_cluster_volume_on virtual_server

4 shared_cluster_volume:\systemの zfdstart.ncf ファ イルを編集して、 次の行を変更しま
す。 

SEARCH ADD shared_cluster_volume:\SYSEM

次のよ うに変更します。

SEARCH ADD shared_cluster_volume:\SYSTEM

5 アンロードスク リプ トのク ラスタオブジェク ト を修正します。

5a ConsoleOne でク ラスタオブジェク ト を開き、 NWCSのボ リ ューム リ ソースを
右ク リ ッ ク して、 ［Properties］ をク リ ッ ク します。

5b ［Unload］ ページの ［Script］ テキス トボッ クスに 「unload imgserv <<y」 と入力
し、 ［Apply］ をク リ ッ ク します。

5c ［Cluster State］ ページで、 オフラ インにする リ ソースボ リ ュームを選択して、
［Offline］ をク リ ッ ク します。 次に、 同じ リ ソースボ リ ュームを再度選択して、
［Online］ をク リ ッ ク します。

この手順で、 イ メージングサーバが最初から起動します。

6 shared_cluster_volume:\systemの zfdstop.ncf ファ イルを編集して、 次の行をコ メン ト
化します。 

Unload imgserv
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NetWareクラスタ環境でのイメージングに関する問題

イ メージングサーバコンソール (imgserv.nlm) をホス ト している仮想サーバがフェール
オーバーする と、 imgserv.nlm で手動で設定したイ メージングのマルチキャス トセッ
シ ョ ンは失われます。 この問題は、 これらのマルチキャス トセッシ ョ ンを再度作成し、
プロセスを手動で再スタートする方法でのみ解決できます。

ZfD 4.0.1インストール後の Workstation Inventoryの設定

1 インベン ト リデータベースオブジェク ト を設定します。 ZfD のインス トール中に
Sybase* を選択した場合は、 インス トールプログラムによってデータベースオブ
ジェク ト (server_name > Inventory database)が作成され、 このオブジェク トのプロパ
ティが設定されます。 手順 1a と 1bは省略します。 Oracle* または MSSQL* を使用
する場合は、 手順 1aに進みます。

1a Oracle または MSSQL でインベン ト リデータベースを管理する場合は、 データ
ベースオブジェク ト を作成してプロパティを設定します。 詳細については、
『ZENworks for Desktops 4 インス トールガイ ド』 の 「インス トール」 の
「NetWareサーバ上の Sybaseデータベースオブジェク トの設定」 を参照して く
ださい。

1b ク ラスタ環境用のデータベースオブジェク ト を設定するには ConsoleOne®で、
データベースオブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ をク リ ッ ク します。
［ZENworks Database］ をク リ ッ ク し、 仮想サーバの DN(NCPサーバオブジェク
ト ) を参照して選択するか、 仮想サーバの IP アドレスを指定します。 次に、
［OK］ をク リ ッ ク します。

2 インス トール中にスタンドアロン設定を選択していない場合は、 データベースロー
ケーシ ョ ンポ リ シーの作成時に、 インベン ト リデータベースを
virtual_server_name_invDatabase に設定します。

3 Workstation Inventory ポ リシーの作成時に、 Inventory Serviceオブジェク トの DN を
virtual_server_name_ZenInvServiceに設定します。

4  ク ラスタサービスの Inventory Serviceオブジェク ト
(virtual_server_name_ZENInvService) を選択して、 すべてのロールアップポ リシーを
設定します。

ZfD 3.2クラスタ環境の Workstation Inventoryの ZfD 4.0.1クラスタ
環境へのアップグレード

ク ラスタ環境内の ZfD 3.2 Workstation Inventory を、 ZfD 4.0.1 Workstation Inventoryに
アップグレードする場合は、 インベン ト リ ポ リ シーを再設定する必要があ り ます。 ポ
リ シーを再設定するには、 次の操作を行います。

" ターゲッ トサーバと してク ラスタを使用するインベン ト リ ロールアップポ リ シーを
再設定して、 ク ラスタサービスの Inventory Serviceオブジェク トが対象になるよ う
にします。 ターゲッ ト を、 virtual_server_nameから ZENInvServiceに変更します。

" ク ラスタ ノードに関連するNCPサーバオブジェク トに関連付けられているすべての
インベン ト リ ロールアップポ リシーを、 その仮想サーバの NCP サーバオブジェク
トに関連付けます。

" Workstation Inventory ポ リ シーを再設定して、仮想サーバの ISOが対象となるよ うに
します。

" データベースオブジェク ト を手動で作成した場合は、 サーバ DN を再設定して、 仮
想サーバの NCPサーバオブジェ ク トが対象となるよ うにします。
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2 クラスタ環境内の Workstation Inventory/Remote 
Managementのアンインストール /再インストール

状況によって、 Novell ZENworks for Desktops (ZfD)のコンポーネン ト をアンインス トー
ルまたは再インス トールする必要が生じる場合があ り ます。 この章では、 次の ZfD コ
ンポーネン トのアンインス トールおよび再インス トールに関する情報を提供します。

! 19 ページの ｢Workstation Inventory ｣

! 26 ページの ｢ Remote Management ｣

重要 : ZENworks for Servers (ZfS)の Server Inventoryコンポーネントと、ZfDの Workstation Inventory
が同じ NetWareクラスタにインストールされている場合、ZfDの Workstation Inventoryコンポーネントを

削除すると、ZfSの Server Inventoryコンポーネントも機能しなくなります。

Workstation Inventory

この節では、 NetWare のク ラスタ環境内にインス トールされた ZfD 4.0.1の Workstation 
Inventory コンポーネン ト をアンインス トールまたは再インス トールする際に役立つ情
報を紹介します。

! 19 ページの ｢ ZfD 4.0.1 Workstation Inventoryの NetWare ク ラスタからのアンインス
トール｣

! 25 ページの ｢ZfD 4.0.1 Workstation InventoryのNetWareク ラスタへの再インス トール｣

ZfD 4.0.1 Workstation Inventoryの NetWareクラスタからのアンインストール

ZfD 4.0.1の Workstation Inventoryは、自動的にアンインス トールできません。 インベン
ト リサーバ、 Sybase上のインベン ト リデータベース、 Novell eDirectoryオブジェク ト、
および ConsoleOne ファ イルを手動で削除する必要があ り ます。 

注 : インベントリデータベースが Oracleまたは MS SQLにマウントされている場合は、Oracleまたは MS 

SQLが推奨するアンインストール手順に従ってください。

Workstation Inventory コンポーネン トがインス トールされているすべてのサーバおよび
ワークステーシ ョ ンから、 オブジェク ト とファ イルを削除する必要があ り ます。 イン
ベン ト リが企業内に展開されている場合は、 まずすべてのリーフサーバをアンインス
トールしてから、 中間サーバ、 ルートサーバの順にアンインス トールします。

Workstation Inventory をアンインス トールする前に、 必ずルートサーバ内のインベン ト
リデータベースのバッ クアップを作成し、 保存しておいてください。 ZfD 4.0.1の
Workstation Inventory を手動でアンインス トールするには、 次の手順に従います。

1. 20 ページの ｢Workstation Inventoryの eDirectory オブジェク トの削除｣

2. 21 ページの ｢データベースディ レク ト リオブジェク トの削除｣

3. 21 ページの ｢ Sybase インベン ト リデータベースの削除｣



20   ZENworks for Desktops 4.0.1クラスタリングガイド

    Novell Confidential    Manual (JPN)  12 May 2003

4. 21 ページの ｢ Sybaseエンジンの削除｣

5. 22 ページの ｢インベン ト リサーバからの ZfD ソフ ト ウェアの削除｣

6. 23 ページの ｢ XMLプロキシサーバの削除｣

7. 23 ページの ｢ ConsoleOne からの Workstation Inventory スナップインの削除｣

8. 24 ページの ｢インベン ト リサーバのレジス ト リの削除｣

Workstation Inventoryの eDirectoryオブジェクトの削除

1 アクティブノードのサーバコンソールプロンプ トで、 「StopSer *」 と入力し、
Inventory Service を停止します。

2  ZENworksデータベースポ リシーが有効になっている場合は、 無効にします。

2a ConsoleOne で、 SLP オブジェク トのプロパティパッケージを右ク リ ッ ク し、
［プロパティ ］ > ［ポ リ シー］ の順にク リ ッ ク します。

2b ZENworksデータベースポ リ シーを選択して、 ［Properties］ をク リ ッ ク し、
［InventoryManagement］ タブをク リ ッ ク します。

2c 特定のインベン ト リデータベースのエン ト リ を削除し、 ［OK］ をク リ ッ ク しま
す。

重要 : ZENworksデータベースポリシーが複数のインベントリサーバで使用されている場合、それ

らのインベントリサーバをアンインストールしてからこの手順を実行する必要があります。

3 Workstation Inventory ポ リシーを無効にします。

3a ConsoleOne で、 ワークステーシ ョ ンパッケージオブジェク ト を右ク リ ッ ク し、
［プロパティ ］ をク リ ッ ク します。

3b ［Policies］ をク リ ッ ク し、 適切なオペレーティングシステムのサブオプシ ョ ン
を選択します。

3c Workstation Inventory ポ リ シーが有効になっている場合は、 ポ リシーを選択し
て ［Reset］ ボタンをク リ ッ ク し、 ［Yes］ をク リ ッ ク します。

3d Workstation Inventory ポ リ シーの選択を解除します。

3e ［Apply］ > ［Close］ の順にク リ ッ ク します。

重要 :  複数のオペレーティングシステムに Workstation Inventoryポリシーを設定している場合

は、［Policies］タブで適切なオペレーティングシステムのサブオプションを選択し、この手順を

繰り返します。

4 ロールアップポ リシーが有効になっている場合は、 無効にします。

4a ConsoleOne で、 サーバパッケージを含むコンテナを検索し、 サーバパッケー
ジを右ク リ ッ ク します。 ［Properties］ をク リ ッ ク し、 ［Policies］ タブをク リ ッ
ク します。 次に、 NetWare または Windowsのサブオプシ ョ ンをク リ ッ ク しま
す。

4b ロールアップポ リ シーを選択し、 ［Reset］ ボタンをク リ ッ ク して、 ［Yes］ をク
リ ッ ク します。

4c ロールアップポ リ シーの選択を解除します。

4d ［Apply］ > ［Close］ の順にク リ ッ ク します。

5 ConsoleOne で、 Inventory Serviceオブジェク ト を含むコンテナを検索し、 Inventory 
Service オブジェク ト を削除します。
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データベースディレクトリオブジェクトの削除

ConsoleOne で、 インベン ト リデータベースオブジェク ト を含むコンテナを検索し、 イ
ンベン ト リデータベースオブジェク ト を削除します。

Sybaseインベントリデータベースの削除

1 アクティブノードの Sybase コンソールプロンプ トで、 Q キーを押して Sybase を停
止します。

2 すべてのク ラスタ ノードの sys:\system\mgmtdbs.ncf ファ イルから、
database_path\mgmtdb.db エン ト リ を削除します。 その他のデータベースパスは削除
しないよ うにします。

その他の .db エン ト リがない場合は、 Sybase エンジンを削除して手順 3に進みま
す。Sybase エンジンを削除する方法については、21 ページの ｢ Sybase エンジンの削
除｣を参照して ください。

3 すべてのク ラスタ ノードの、 sys:\system\zenworks.properties ファ イルの
INVDBPATH キーの値を メモします。

4 INVDBPATH キーで確認した値から、 共有ボ リ ュームの mgmtdb.log も含めインベン
ト リデータベースファ イル (mgmtdb*.db) を削除します。 データベースファ イル内
のインベン ト リ情報を使用する場合は、 削除する前に、 必ずデータベースファ イル
のバッ クアップを作成しておきます。

5 すべてのク ラスタ ノードの sys:\system\zenworks.properties ファ イルから、
INVDBPATH キーを削除します。

6 すべてのク ラスタ ノードの sys:\system\zenworks.properties ファ イルから、 次のセ
クシ ョ ンを削除します。

[ZfD_Inventory_Database_Server]
Version = 4.0.20030121
Installed_From = Product CD
Support_Pack = 1

7 Sybaseがアンインス トールされない場合、 および Sybaseが別の ZENworks製品で使
用されている場合は、 NetWareサーバコンソールで、 「mgmtdbs.ncf」 と入力しま
す。

Sybaseエンジンの削除

Sybase エンジンは、 別の ZENworks製品で使用されていない場合に限り、 削除するこ と
ができます。 Sybase を削除するには、 次の手順に従います。

1 アクティブノードの Sybase コンソールプロンプ トで、 Q キーを押して Sybase を停
止します。

2 すべてのク ラスタ ノードの、 sys:\system\zenworks.properties ファ イルの
DBENGINEPATH キーの値を メモします。

3 データベースがデータベースサーバにマウン ト されているかど うかを確認します。 

データベースがデータベースサーバにマウン ト されている場合は、 任意のク ラスタ
ノードファ イルの sys:\system\mgmtdbs.ncf ファ イルに、 .dbエン ト リが含まれてい
ます。 ファ イルに .db エン ト リが含まれていない場合は、 すべてのク ラスタ ノード
から mgmtdbs.ncf を削除しますファ イルに .dbエン ト リが含まれている場合は、
Sybaseエンジンを削除しないでください。
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4 sys:\system\autoexec.ncfのロードスク リプ トから mgmtdbs.ncf エン ト リ を削除し、
アンロードスク リプ トから dbsrv7.nlm を削除します。

5 DBENGINEPATH で指定されているディ レク ト リ を削除します。

6 すべてのク ラスタ ノードの sys:\system\zenworks.properties ファ イルから、
DBENGINEPATH キーを削除します。

インベントリサーバからの ZfDソフトウェアの削除

1 インベン ト リサーバ上の Inventory Service を停止します。 Inventory Service を停止す
るには、 アクティブノードのサーバコンソールプロンプ トで、 「StopSer *」 と入力
します。

2 インベン ト リサーバで、 Java.nlm をアンロード します。 Java.nlm をアンロードする
には、 アクティブノードのサーバコンソールプロンプ トで、 「java -exit」 と入力し
ます。

3 INVSRVPATHおよび ZWSPATH キーの値を メモします。 すべてのク ラスタ ノード
の、 sys:\system\zenworks.properties ファ イルの値を メモします。

4 invsrvpath\scandirディ レク ト リ を削除します。

5 invsrvpath\serverディ レク ト リ を削除します。

6 sys:\system\autoexec.ncf ファ イルのロードスク リプ トから、 次のエン ト リ を削除し
ます。

; ZENworks Inventory Settings 
StartInv.ncf 

7 アンロードスク リプ トから、 次のエン ト リ を削除します。

java -killzenwsinv
java -killzwexit

8 すべてのク ラスタ ノードの sys:\systemディ レク ト リから、 次のファ イルを削除し
ます。

invenv.ncf

invenvset.ncf

listser.ncf

startinv.ncf

startser.ncf

startzws.ncf

stopser.ncf

dbexport.ncf

debug.properties

stopdb.ncf

9 インベン ト リサーバに Tiered Electronic Distribution (TED)がインス トールされてい
ない場合は、 ZEN Web Server (ZWS) コンポーネン ト を削除します。 すべてのク ラス
タ ノードの sys:\system\zenworks.properites ファ イルから ZWSPATHエン ト リ を削
除し、 \zwspathディ レク ト リ を削除します。

10 すべてのク ラスタ ノードの sys:\system\zenworks.properties ファ イルから、
INVSRVPATH キーを削除します。

11 query.properties ファ イルを修正します。 すべてのク ラスタ ノードの
sys:\public\mgmt\consoleone\1.2\bin\query.propertiesから、 insverエン ト リ を削除
します。
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XMLプロキシサーバの削除

Tiered Electronic Distribution (TED) またはインベン ト リがインス トールされていない
サーバから ZfD XML プロキシサーバファ イルを削除するには

1 Java.nlm をアンロード します。 Java.nlm をアンロードするには、 ク ラスタ ノードの
サーバコンソールプロンプ トで、 「java -killzwsexit」 と入力します。

2 すべてのク ラスタ ノードの、 sys:\system\zenworks.properties ファ イルの ZWSPATH
の値を メモします。

3 アンロードスク リプ トから、 java - killzwsexit エン ト リ を削除します。

4 すべてのク ラスタ ノードの sys:\systemディ レク ト リから、 ZWSSTART.NCF ファ イ
ルを削除します。

5 すべてのク ラスタ ノードの sys:\sytem\zenworks.properties ファ イルから、
ZWSPATHディ レク ト リおよび ZWSPATH エン ト リ を削除します。

6 すべてのク ラスタ ノードの sys:\system\zenworks.properties ファ イルから、 次のセ
クシ ョ ンを削除します。

[ZFD_XML_Proxy_server]
Support_Pack = 1
Version = 4.0.20030121
Installed_From = Product CD

ConsoleOneからの Workstation Inventoryスナップインの削除

ConsoleOne スナップインはすべてのク ラスタ ノードにインス トールされています。 す
べてのク ラスタ ノードから、 Workstation Inventory スナップインを削除する必要があ り
ます。 ただし、 ConsoleOne を他の製品の管理に使用している場合は、 ConsoleOne をア
ンインス トールしないでください。

ConsoleOneから Workstation Inventory スナップインを削除するには

1 ク ラスタ ノードから ConsoleOne を実行している場合は、 閉じます。 インベン ト リ
サーバから直接起動した複数のワークステーシ ョ ン上の ConsoleOne インスタンス
もすべて閉じます。

2 サーバまたはワークステーシ ョ ン上のすべてのク ラスタ ノードの
consoleone_installation_directory\1.2ディ レク ト リで、 次の操作を行います。

2a 次のファ イルを削除します。

\lib\zen\dbexport.jar

\lib\zen\desktop.jar

\lib\zen\zeninvimages.jar

\lib\zen\zenutility.jar

\lib\zen\statuslog.jar

\lib\zen\classes12.zip

\lib\zen\vbjapp.jar

\lib\zen\vbjorb.jar

\lib\zen\jdbcdrv.zip

\snapins\zen\inventorysnapins.jar

\snapins\zen\inventorysnapins3x.jar

\snapins\zen\dataexportsnapins.jar

\snapins\zen\policymigration.jar
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\snapins\zen\workstationsnapins.jar

\snapins\zen\tracer.jar

\help\novellserverinv.hs

\bin\directoryrights.dll

\bin\displayrules.properties

\bin\schemarules.properties

2b 次のディ レク ト リ を削除します。

\reporting\canned\novellreporting\zeninventory

\reporting\canned\novellreporting\zeninventory30

\reporting\canned\novellreporting\zeninventory32

\reporting\canned\novellreporting\zeninventory3x

3 Remote Managementの ConsoleOne スナップインを同じワークステーシ ョ ンまたは
サーバにインス トールしていない場合は、 次のファ イルを削除します。

\bin\desktop4.exe

\bin\mssql.ini

\bin\msvp60.dll

\bin\ndsaccess.dll

\bin\oracle.ini

\bin\remagent.ini

\bin\sybase.ini

\help\novellzeninven.hs

\help\novellzenrmgt.hs

\help\en\novell_zfd_inventory

\help\en\novell_zfd_remotemgmt

\lib\zen\desktop.jar

\lib\zen\desktop3x.jar

\lib\zen\desktopcommonutility.jar

\resources\resources.jar

\snapins\zen\commonsnapins.jar

インベントリサーバのレジストリの削除

インベン ト リサーバのレジス ト リ を削除するには、 すべてのク ラスタ ノードから、
MyServer\Software\Novell\ZENWORKS\ZFD\Inventory serverのレジス ト リキーを削除し
ます。

インベントリデータベースのレジストリの削除

インベン ト リデータベースのレジス ト リ を削除するには、 すべてのク ラスタ ノードか
ら、 myserver\software\novell\zenworks\zfd\inventorydatabaseserver のレジス ト リキーを
削除します。

XMLプロキシのレジストリの削除

XML プロキシのレジス ト リ を削除するには、 すべてのク ラスタ ノードから、 My 
Server\Software\Novell\ZENWORKS\ZfD\XMLProxy Serverのレジスト リ キーを削除します。

重要 : Webブラウザで http://server_ip_address:8008を指定して、レジストリを削除することもできます。 
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ZfD 4.0.1 Workstation Inventoryの NetWareクラスタへの再インストール

インス トールの失敗、 データの破損、 または誤ったファ イル削除によ り、 ZfD 4.0.1の
Workstation Inventory を再インス トールする必要が生じる場合があ り ます。 重要 :再イ
ンス トールの際はスキーマを再度拡張する必要はあ り ません。 こ こでは、 ZfD 4.0.1 
Workstation Inventoryの再インス トールに焦点を絞って情報を紹介します。

重要 : 再インストール中に、スキーマを再度拡張する必要はありません。

こ こでは、 ZfD 4.0.1 Workstation Inventoryの再インス トールに関する次の情報を提供し
ています。

! 25 ページの ｢Workstation Inventoryの再インス トールの準備｣

! 25 ページの ｢Workstation Inventoryの再インス トール｣

! 25 ページの ｢Workstation Inventoryの再インス トールの確認｣

Workstation Inventoryの再インストールの準備

1 ZfD 4.0.1 Workstation Inventory を再インス トールする必要がある ク ラスタサーバを
識別します。

2 Inventory Service を停止します。 インベン ト リサーバ上の Inventory Service を停止す
るには、 アクティブノードのサーバコンソールプロンプ トで、 「Stopser *」 と入力
します。

3 インベン ト リデータベースを停止します。 インベン ト リデータベースを停止するに
は、アクティブノードの Sybase コンソールプロンプ トで、 Q キーを押して Sybase
を停止します。

4 ターゲッ トの NetWareサーバ上の Javaがアンロード されていない場合は、 Java.nlm
をアンロード します。 Java.nlm をアンロードするには、 アクティブノードのサーバ
コンソールプロンプ トで、 「java -exit」 と入力します。

重要 : このコマンドで、サーバ上で実行されている Javaプロセスはすべて停止します。ZfD 4.0.1を

再インストールする際には、すべての Javaプロセスが停止していることを確認してください。

5 ZfD 4.0.1 を再インス トールするサーバがある Novell eDirectoryTM ツ リーにログイン
します。

6 『ZENworks for Desktops 4 インス トールガイ ド』 に従って、 ZfD Server ソフ ト ウェア
をインス トールします。

Workstation Inventoryの再インストール

ZfD 4.0.1 Workstation Inventory を、 以前のインス トール上に再インス トールする場合
は、 既存のポ リ シーおよび \scandirディ レク ト リが使用されます。

Workstation Inventoryの再インストールの確認

1 ZfD 4.0.1 を再インス トールしたら、 インス トールログファ イルを参照してすべて
のコンポーネン トが正常にインス トールされているかど うかを確認します。

2 消失ファ イルや破損ファ イルの修復を目的と して再インス トールを行った場合は、
問題が解決しているこ とを確認します。
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Remote Management

この節では、ZfD 4.0.1 Remote Management スナップインのアンインス トールに関する情
報を提供します。 この節では、 次の内容について説明します。

! 26 ページの ｢ ConsoleOne ファ イルの削除｣

! 26 ページの ｢Wake-on-LAN ファ イルの削除｣

! 27 ページの ｢ リモートサーバのレジス ト リの削除｣

ConsoleOneファイルの削除

ConsoleOne ファ イルをアンインス トールする と、 Remote Managementエージェン トお
よびサーバ側の Remote Management コンポーネン トが削除されます。 すべてのク ラス
タ ノードから、 ConsoleOne コンポーネン ト を削除する必要があ り ます。 ConsoleOne
ファ イルをアンインス トールするには、 一部のディ レク ト リおよびファ イルを手動で
削除する必要があ り ます。

1 \binディ レク ト リから、 次のファ イルを削除します。

remagent.ini

drishtitype.ini

ipxcomm.dll

ipxuseragentping.dll

multport.dll

rmports

zencutil.dll

2 次のディ レク ト リ を削除します。

\bin\zen\remcon

\bin\zen\rclaunch

\help\novellzenrmgh.hs

\help\en\novell_zfd_remotemgmt

\lib\zen\desktop.jar

\lib\zen\desktop3x.jar

\reporting\canned\novellreporting\rmaudit

\snapins\zen\desktopsnapins.jar

Wake-on-LANファイルの削除

1 Wake-on-LANサービスを停止します。

! NetWareの場合

アクティブノードのサーバコンソールプロンプ トで、 「stopWol」 と入力します。

! Windows NT の場合

コン ト ロールパネルで ［サービス］ をダブルク リ ッ ク し、 ［Novell ZfD Wake on 
LAN］ サービスを選択して ［停止］ をク リ ッ ク します。

! Windows 2000の場合

コン ト ロールパネルで ［管理ツール］ > ［サービス］ の順にダブルク リ ッ ク し、
［Novell ZfD Wake on LAN］ サービスを選択して ［停止］ をク リ ッ ク します。
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2 すべてのク ラスタ ノードの、 sys:\system\zenworks.properties ファ イルの RMPATH
キーの値を メモします。

3 Remote Management コンポーネン トがインス トールされているディ レク ト リ を削除
します。

3a 次のディ レク ト リ を削除します。

install_path\remmgmt\server\logs

install_path\\remmgt\server\lib

install_path\remmgmt\server\properties

sys:\system

3b すべてのク ラスタ ノードの sys:\systemディ レク ト リから、 次のディ レク ト リ
を削除します。

wolenv.ncf

wolsetenv.ncf

startwol.ncf

stopwol.ncf

wolstatus.log

4 query.properties ファ イルを修正します。 

4a sys:\public\mgmt\consoleone\1.2\bin\query.properties ファ イルから、 rmverエン
ト リ を削除します。

4b すべてのク ラスタ ノードの、
sys:\public\mgmt\consoleone\1.2\bin\query.properties ファ イル内の rmver=both

エン ト リ を、 rmver=zfsに修正します。

5 eDirectoryから、 Wake-on-LANサービスオブジェク ト
(SERVERNAME_WOLSERVICE) を削除します。

6 ConsoleOne を使用して、 eDirectoryから Wake-on-LAN ポ リシーのすべてのインス
タンスを削除します。

リモートサーバのレジストリの削除

1 すべてのク ラスタ ノードから、 myserver\software\novell\zenworks\zfd\Remote 
Management serverのレジス ト リキーを削除します。 

重要 : Webブラウザで http://server_ip_address:8008を指定して、レジストリを削除することもでき
ます。 
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